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研究成果概要 

 

本研究では標高 2800 mにおいて土壌呼吸速度の日変化と季節変化を測定し、

土壌呼吸速度に対する地温と土壌含水率の影響を調べた。その結果，土壌呼

吸速度は主に地温に依存して強い季節変動を示した。その一方で、土壌含水

率の低下による土壌呼吸速度の大幅な減少も確認された。さらに一般化線形

モデルにより、土壌が乾燥状態にあると地温と土壌含水率の相互作用が強い

正の影響を及ぼすことが確認された。これは土壌の保水力が低いため、土壌

含水率によって土壌の物理的特性が変化するためだと考えられる。そのため，

地温の増加は土壌呼吸量を高めることが予測されるが，土壌の乾燥は土壌呼

吸速度を低下させることも予測される．したがって、気候変動による山岳地

帯の土壌呼吸量をより正確に推定するには、土壌の保水力の変化を考慮した

モデルの作成が重要であることが示唆された． 
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